
国民宿舎運営事業特別会計経営健全化計画の完了の公表 
  地方公共団体の財政の健全化に関する法律第 27条第６項において準用する同条第１項の規定により，令和２年度におけ

る経営健全化計画の実施状況及び今後の公営企業の経営の方針を下記のとおり公表します。 

 
 

経営健全化計画の令和２年度実施状況 
 

第１ 計画と具体的な措置の状況 
 
令和２年度の財政状況については，収益的収入は前年度より 72,010千円増の 89,100千円，収益的支出は前年度より 62,346

千円増の 64,322千円となった。いずれも大幅な増となったのは，新型コロナウイルス感染症の影響に伴う運営継続のための

支援金を特別会計から支出したこと及びその同額を一般会計から特別会計に繰り入れたことによるものである。 

経営健全化計画と比較すると，収益的収入は計画値より 13,407千円下回り，収益的支出は計画値より 13,554千円下回っ

た。収支差引きについては，指定管理者納付金が計画よりも微増したことにより，計画値を 147千円上回る結果となった。  当初計画においては，最終年度である令和元年度に新型コロナウイルス感染症の影響により指定管理者納付金を減額し，
及び当該納付金の納付を猶予したこと等から資金不足比率は 22.5％となり，経営健全化基準である 20％未満を達成すること

ができなかった。そのため，令和３年３月に計画を一部変更し，最終年度を令和２年度とする 12 年間の計画とした。現計

画の最終年度である令和２年度においては，経営健全化のために予定されていた一般会計からの 41,838千円の繰入れを計画

どおり実施したことで資金不足は解消され，経営健全化計画は完了した。 

 
 

第２ 資金不足額解消の状況 
(単位：千円) 

年度 

 
区分 

計画初年度 

の前年度 

計画初年度 

(平成 21年度) 

平成 22年度 

(第２年度) 

平成 23年度 

(第３年度) 

当初計画 A  △35,907 △97,249 60,060 

解消実績額 B  △28,087 △87,944 48,850 

現在計画 C  ― △87,944 48,850 

B-A又は C-A  7,820 9,305 △11,210 

資金不足額 765,310 793,397 881,341 832,491 

 
年度 

 
区分 

平成 24年度 

(第４年度) 

平成 25年度 

(第５年度) 

平成 26年度 

(第６年度) 

平成 27年度 

(第７年度) 

当初計画 A 73,620 85,968 △4,469 145,573 

解消実績額 B △454,604 109,814 125,963 183,992 

現在計画 C △454,604 109,814 125,963 183,992 

B-A又は C-A △528,224 23,846 130,432 38,419 

資金不足額 1,287,095 1,177,281 1,051,318 867,326 

 
年度 

 
区分 

平成 28年度 

(第８年度) 

平成 29年度 

(第９年度) 

平成 30年度 

(第 10年度) 

令和元年度 

(第 11年度) 

当初計画 A 136,497 136,497 136,498 136,497 

解消実績額 B 265,307 259,213 264,295 32,479 

現在計画 C 265,307 259,213 264,295 32,479 

B-A又は C-A 128,810 127,716 127,797 △104,018 

資金不足額 602,019 342,806 78,511 46,032 



年度 

 
区分 

令和２年度 

(第 12年度) 
   

当初計画 A －    

解消実績額 B 53,679    

現在計画 C 53,532    

B-A又は C-A －    

資金不足額 －    

 
 
 

第３ 資金不足比率の状況 

(単位：％)         年度 

資金不足比率 

計画初年度の前年度 
計画初年度 

 (平成 21年度) 

平成 22年度 

 (第２年度) 

平成 23年度 

 (第３年度) 

 

実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 

資金不足比率 238.0 240.2 240.2 246.7 246.7 279.7 279.7 

         年度 

資金不足比率 

平成 24年度 

(第４年度) 

平成 25年度 

(第５年度) 

平成 26年度 

(第６年度) 

平成 27年度 

(第７年度) 

 

計画値 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 

資金不足比率 457.7 457.7 436.8 436.8 401.5 401.5 336.3 336.3 

         年度 

資金不足比率 

平成 28年度 

(第８年度) 

平成 29年度 

 (第９年度) 

平成 30年度 

 (第 10年度) 

令和元年度 

 (第 11年度) 

 

計画値 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 

資金不足比率 235.2 235.2 149.0 149.0 31.9 31.9 22.5 22.5 

 
 
 



        年度 

資金不足比率 

令和２年度 

(第 12年度) 
   

 

計画値 実績値       

資金不足比率 － －       

 
 
 
第４ その他経営の健全化に必要な事項の措置の状況 

特になし。 

 
今後の公営企業の経営の方針 
 

第１ 健全な経営の確保に関する事項 
 
１ 収入の増加に関する事項 

国民宿舎桂浜荘については，新型コロナウイルス感染症の影響により利用者数が大幅に減少しており，その回復

時期について見通しが立っていないことから，令和３年９月末をもって休館する。当該事業については，老朽化し

ている各設備の現況調査，民間事業者へのサウンディング調査等を実施した上で，今後の施設の在り方を検討する。

その際に，収入の増加を含めた健全な運営を継続するための方策についても，併せて検討するものとする。 

 
２ 支出の削減に関する事項 

前項と同様に，今後の施設の在り方を検討する際に，併せて検討するものとする。 

 
３ その他 

特になし。 

 

第２ その他公営企業の経営の合理化に関する事項 
特になし。 

 


